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2023 年度上野千鶴子基金助成金最終報告書 

1．助成対象事業 女性学・ジェンダー研究の発展に資する調査、研究、出版 

2．事業の区分 一般プロジェクト 活動 

3．氏名/団体名 松本路子／ニキの映画を創る会 

4．事業名 ニキの映画を創る会

5．助成額 

6．事業実施期間 2023/９/１～2024/10/31 

7．事業の目的 

映画「Viva Niki タロット・ガーデンへの道」制作と上映。 

カラフルでおおらかな女性像「ナナ」で知られる造形作家、ニキ・ド・サンファル（1930－2002）。

20 世紀最初のフェミニストアーティストと称される彼女の生涯と作品を追ったアートドキュメンタリー

作品。既成の価値観と闘い生み出した独自の表現、生きることへの讃歌など、彼女のスピリットを多くの

人へ伝えること。また、監督・撮影・構成を手掛ける松本路子は、1980 年代にニキの写真を 10 数年にわ

たり撮影を続けた写真家。ニキと松本路子 2 人の女性アーティストの交流から生まれた物語を伝えるこ

とでもある。 

8．実施内容 

映像編集後のナレーション収録、音楽挿入作業 

9．事業の成果と自己評価 

ドキュメンタリー映画「Viva Niki タロット・ガーデンへの道」（76 分/日本語/カラー&モノクロ/1.78:1/

ステレオ )の完成。

ナレーションは俳優の小泉今日子さんに依頼し、柔らかでまた凛とした声で、ニキ・ド・サンファルの

生涯や、作品を語ってもらうことが出来た。音楽監修にはピアニスト・文筆家の青柳いづみこさんを迎

え、映像にふさわしい音楽を選出してもらい、また、随所で彼女の奏でるピアノ曲を使用することが可能

になった。ニキの作品にインスパイアされて作ったというカヒミ・カリィさんの「NANA」を挿入曲とし

て使用することができたのも大きな成果だった。こうした女性たちの思いが重なり、当初想定していた

以上に、より多くの方へ届く映画となった。 

完成披露試写会を経て、東京都写真美術館ホールにて初上映を果たし、上映後のトークイベントでは、

本映画に出演している上野千鶴子さんはじめ各分野の方々と松本路子監督との対談を実施。 

また、ニキアート財団理事長ブルーム・カルデナスさん（ニキの孫）他、ゲストを迎えたシンポジウム

も開催。その中で、ニキ・ド・サンファルのフェミニストアーティストとしての側面を検証。現在、生き

がたさを感じている女性たちに、ニキの生き方やメッセージを伝えることの重要性や、映画によってア

ートのもつ自己治癒力、再生、自由と解放への力を改めて認識できたとの感想が語られた。 
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英語版の作成にも着手し、第 43 回バンクーバー国際映画祭（2024 年 9 月 26 日～10 月 6 日）では正

式招待作品として上映された。映画祭にはスタッフが出席し、現地で観客の感想を直接聞きとることが

できた。国内だけでなく、海外で評価が得られたことの成果は大きい。 

バンクーバー国際映画祭公式サイト：https://viff.org/whats-on/viff24-viva-niki/ 

 

 

【観客の感想】 

・映像がとても美しく、魅力的だった。 

・モノクロ写真のインパクトがあって写真の力を感じた。 

・映像と音楽の融合がすばらしい。 

・一歩前に踏み出す、背中を押してくれるような映画。 

・ニキがフェミニストアーティストとして活躍した人と初めて知った。 

・ニキの作品を見たから、自分の心を旅してみたくなりました。 

・自分の人生、女性の人生を重ねるシーンが多く感動しました。 

・暗いニュースの多い中、この映画に癒された。 

・もっと多くの若い女性たちにぜひ、観てもらいたい映画。 

 

映画は監督の才能やパッションはもとより、多くの方の支援や専門性、技術やご協力により完成に導か

れた。ただ映画は完成しただけでは終わらず、どのように多くの方に興味を持って観てもらえるか。プロ

モーションや PR 活動がいかに大切であるかも実感。今後は劇場上映だけでなく、草の根的な自主上映会

の実施を呼びかける、海外で広く展開する道を探る、など、より多くの方に見てもらえるような、取り組

みが課題となっており、その一つとして日本初のユニバーサルシアター CINEMA Chupki TABATA 

（シネマ・チュプキ・タバタ）などバリアフリー映画館での上映も予定されている。 

 

 

10．成果物 

予告編：https://nikifilm-project.com/#trailer 

上 映：2024 年 9 月 25 日より東京都写真美術館ホールにて初上映、その後、シネスイッチ銀座、アッ

プリンク吉祥寺ほか、全国約 20 か所の劇場で上映。 

イベント：上映後のトークセッション、シンポジウム実施。 

印刷物：チラシ、ポスター、パンフレット（24 ページ） 

公式サイト：制作、運営。https://nikifilm-project.com  
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